
 
書 面 協 議 結 果 

 

会議名称 沼田市市民活動センター運営委員会 第５期 第６回書面協議 

開催日時 コロナウイルス感染症拡大防止のため、書面決議とした。 

（１１月１３日付け書面送付） 

提 出 者 生方委員長、伊藤副委員長、傳田委員、田島委員、大津委員、岡野委員、小野里委員、 
長門委員、真下委員、小林委員 

以上１０名 
協議事項 １ 令和２年度事業経過 

（１）令和２年度沼田市市民活動センター事業経過（市民協働事業を含）について 
（２）沼田市市民活動センター目的別利用状況及び印刷機・コピー機利用について 
（３）令和２年度沼田市市民協働によるまちづくり事業補助金利用実績について  
２ 令和３年度事業計画（案） 
（１）令和３年度沼田市市民活動センター事業計画（市民協働事業を含）案について  
３ その他 
 

送付資料 ・沼田市市民活動センター運営委員会委員名簿  
令和２年度事業経過 
・令和２年度沼田市市民活動センター事業経過（市民協働事業を含む） 
・沼田市市民活動センター目的別利用状況及び印刷機・コピー機利用 
・令和２年度沼田市市民協働によるまちづくり事業補助金利用実績  
令和３年度事業計画（案） 
・令和３年度沼田市市民活動センター事業計画（市民協働事業を含む）案 
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協議事項に関する資料を郵送し、各項目についてご意見をいただいた。 

１ 令和２年度事業経過について、項目ごとにご意見をいただいた。 

２ 令和３年度事業計画（案）について、ご意見をいただいた。 

３ その他 市民活動について、ご意見をいただいた。 

 

 

(2) 

 

結 
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１ 令和２年度事業経過について、ご承認いただいた。 

２ 令和３年度事業計画（案）について、ご承認いただいた。 



主   な   意   見  
１ 令和２年度事業経過 
（１）令和２年度沼田市市民活動センター事業経過について 
  ・今年度、コロナ感染防止のため、市民活動センターの事業実施に大変苦慮されている様子が窺 

える。事業を実施するに当たり安全を確保できたとしても安心を得られるかは不透明。そうし 
た中でも予定されている事業の多くを実施していただいた。 

   
（２）沼田市市民活動センター目的別利用状況及び印刷機・コピー機利用について 
  ・コピー料金は、もう少し安くても良いのでは？ ※市のサービスとの関係もあると思うが･･･ 
   （回答）テラス沼田３階にも市民向けのコピー機が設置してありますので、市のサービスとし 

ては、調整が必要となります。現在のところ、コピー料金を変更する予定はありません。 
市民活動の支援としては、印刷機を低額でご利用いただいておりますので、今後もそのサービ 
スは継続したいと考えております。 
・多くの市民、取り分け利用団体の活動が、コロナ禍により中止、延期又は規模縮小を余儀なく 
されている現状にある。こうした中での目的別利用、印刷機・コピー機利用の減少はやむを得 
ないことと思う。多くの利用団体で活動が停滞していると思われるので、むしろ当然の結果か 
と思う。 

   
（３）令和２年度沼田市市民協働によるまちづくり事業補助金利用実績について 
  ・コロナ騒ぎの中では、仕方ないと思う。・欄外にある「コロナ感染防止のため中止した３団体に、

来年度再応募できるように対応する」 
ことは誠に結構なことだと思う。引き続き、多くの団体が補助金を利用して活発に活動できる 
よう、ご配慮いただきたい。 

   
２ 令和３年度事業計画（案） 
（１）令和３年度沼田市市民活動センター事業計画（市民協働事業を含）案について 
  ・今年度と同様、多彩な事業が計画されていて、誠に結構だと思う。しかしながら、新型コロナ 

感染拡大が終息せず、場合によっては今年度と同様、中止せざるを得ない事業も出てくるかと 
思うが、その場合はご英断をお願いしたい。  

３ その他 
  ・ホームページの活用で、交流事業や実績発表等で動画等の導入はできないか? 

   （回答）ホームページの活用では、市民の皆さんに興味を持っていただけるものを検討してお 

ります。動画の導入についても可能とは考えておりますが、もうしばらくお時間をいただきた 

いと思います。 

・１１月１４日の市民活動実践講座「オンラインでつながる Web活用セミナー～コロナ禍でも活 

動の歩みを進めるために～」は是非参加したいと思っていたが、所用があり参加できなかった。

誰しもが関心を示しているであろう“コロナ禍での活動はどうあるべきか”多くの示唆に富ん 

だ講座であったろうと推察している。 

   来年度もこのような時機を得た講座の開催を期待している。多くの利用団体からの意見を吸い 

上げるなどして、“今、必要としていること”、“今、学習したいこと”などを取り上げていた 

だき、「市民活動支援事業」の名により相応しいものにしていってくださればありがたい。 

・色々なことに工夫され前向きな事業活動している様子だ。 
 



 


